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児
童
虐
待
防
止
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

児
童
の
虐
待
死
が
後
を
絶
た
な
い
。
本
年
一
月
二
十
四
日
に
は
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
小
学
校
一
年
生
が
両
親
の
虐
待
に
よ

り
死
亡
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
区
立
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
、
小
学
校
と
も
、
虐
待
事
実
の
通
報
を
受
け
な
が
ら

も
、
相
互
の
連
携
不
足
、
他
人
任
せ
に
よ
り
、
死
亡
し
た
児
童
の
安
全
確
認
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

児
童
虐
待
防
止
法
は
平
成
十
九
年
五
月
に
改
正
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
改
正
に
よ
り
同
法
第
八
条
に
お

い
て
、
通
報
等
が
あ
っ
た
場
合
、
被
虐
待
児
童
の
安
全
確
認
措
置
が
努
力
義
務
か
ら
法
的
義
務
に
改
正
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

児
童
相
談
所
運
営
指
針
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
一
月
よ
り
、
通
告
が
あ
れ
ば
、
四
十
八
時
間
以
内
に
目
視
に
よ
る
安
全
確
認

を
す
る
よ
う
に
と
改
め
ら
れ
た
。
し
か
し
現
状
を
垣
間
見
れ
ば
、
こ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
な
い
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
同
法
第
八
条
の
安
全
確
認
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
十
分
な
履
行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
の
か
否
か
。

二

政
府
は
、
同
法
第
八
条
の
安
全
確
認
義
務
が
十
分
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
て
、
十
分
な
履
行
が

さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

一



三

政
府
は
、
先
の
事
件
を
踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
の
連
携
を
ど
の
よ
う
な
対
策
の
も
と
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


